
都城工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 英語Ⅴ
科目基礎情報
科目番号 0096 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 前期:2
教科書/教材 Reading Trek!（金星堂）78-4-7647-4081-5／SOCIAL KEYWORDS（三修社）978-4-384-33475-3
担当教員 松川 兼大
到達目標
１．やや読み応えのある英文の中から、自分の必要とする情報を探し出すことができる。
２．文法や表現に関する知識を駆使して、一文ごとの意味をある程度正確に取るとともに、文全体の大意を把握することができる。
３．総合的な英語運用能力の養成に努め、卒業研究で必要な文献の読解など、授業以外の場面でも積極的に英語を活用することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
教科書および教材の本文中から、
自分の必要とする情報を速く正確
に探し出すことができる。

教科書および教材の本文中から、
十分な時間をかければ、自分の必
要とする情報を探し出すことがで
きる。

教科書および教材の本文中から、
自分の必要とする情報が書かれて
いる箇所を推測することができる
。

評価項目2
辞書を用いなくても、教科書や教
材の本文の大意を正確に把握する
ことができる。

辞書を用いることで、教科書や教
材の本文の大意を大まかに把握す
ることができる。

辞書を用いて、なおかつヒントが
与えられれば、教科書や教材の本
文の内容を推測することができる
。

評価項目3
授業で学んだことを活用して、授
業外の場面でも十分積極的に英語
を読んだり書いたりすることがで
きる。

授業で学んだことを活用して、授
業外の場面でもある程度積極的に
英語を読んだり書いたりすること
ができる。

授業で英語を学ぶだけでなく、授
業以外の場面でも英語を用いるこ
との大切さを理解することができ
る。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 世界各地の感動的な物語をテーマにしたやや長めの英文を継続して読むことで、これまで学んできた読解に必要な語彙

や文法知識にさらなる磨きをかけ、より実用的な英語運用能力を養成することを目的とする。

授業の進め方・方法

１．教科書の本文を読み込み、わからない語句の意味を調べ、確認問題を解いたうえで毎回の授業に出席すること。
２．授業中に理解できなかった部分については、授業後に時間を作り、辞書を引かなくてもある程度意味がとれるまで
復習すること。
３．本科目は学修単位科目であるため、事前・事後学習として授業とは別に課題を与える（詳細については初回の授業
時に連絡する）。

注意点
１．前期末の成績評価が４５点以上６０点未満の者は指定された期間中であれば課題の再提出が認められる。
２．授業はすべて遠隔授業の形態で実施する。課題提出のみで成績評価を行うので、毎回欠かさず提出すること。

ポートフォリオ
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週
授業計画・達成目標・成績の評価方法等の説明
Story 1: Seeing with Sound 授業計画・達成目標・成績評価方法等の説明を聞き、

授業概要を理解する。

2週 Story 1: Seeing with Sound
イルカやコウモリが用いることで知られているエコー
ロケーションを習得した全盲の少年ベンの生涯につい
て読み取る。

3週 Story 2: Cobra Villages ヘビの一種であるコブラが、インドのある村でどのよ
うに人間と共生しているのかについて読み取る。

4週 Story 3: Magic or Men? イングランドのストーンヘンジの謎について読み取る
。

5週 Story 5: The Mystery Word "shmily"というゲームに込められた老夫婦の愛の物語
について読み取る。

6週 Story 6: Home is Home ヨルダンのベドウィンの女性が故郷である岩の町にと
どまることを願った物語について読み取る。

7週 Story 7: Mr. Mollah's Birds インドの仕立て屋モラー氏がなぜ売り物の鳥を買い取
って次々と自由にしていくのかについて読み取る。

8週 第１週から第７週の内容のまとめ① 第１週から第７週の学習内容のまとめを行い、理解度
の確認をする。

2ndQ

9週 レポート作成①
英語でレポートを書く際の基礎を学び、第１週から第
７週の学習内容に関連するトピックについて実際に書
く練習をする。

10週 Story 8: Rising from Rock Bottom
ハリー・ポッターシリーズの作者Ｊ・Ｋ・ローリング
がいかにして人生のどん底から人生を立て直したのか
を読み取る。

11週 Story 9: A Man of Many Hats 障害を乗り越えて様々な分野で多彩な才能を示すマテ
ィアス・ベルクの挑戦について読み取る。

12週 Story 11: From Rags to Riches 裸一貫から企業経営者として社会的成功を収めた中国
の李嘉誠の人生について読み取る。

13週 Story 12: Priceless Courage
アメリカの消防士ジョン・カーリーが自分の身を危険
にさらして火事から女性を救ったエピソードについて
読み取る。



14週 Story 15: A Trickle Effect
アメリカで生活するムスリム、ミリア・イスラム・マ
ジードが目指す「思いやりの共同体」の理想について
読み取る。

15週 第１０週から第１４週の内容のまとめ① 第１０週から第１４週の学習内容のまとめを行い、理
解度の確認をする。

16週 レポート作成② 第１０週から第１４週の学習内容に関連するトピック
についてのレポートを作成する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズムやイントネ
ーション、音のつながりに配慮して、音読あるいは発話できる。 3

明瞭で聞き手に伝わるような発話ができるよう、英語の発音・ア
クセントの規則を習得して適切に運用できる。 3

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

4

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 4

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

3

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を基本的な表
現を用いて英語で話すことができる。 3

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 3

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 3

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 3

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 3

実際の場面や目的に応じて、基本的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト)を適切に用いることができる。 3

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

3

英語でのディスカッション(必要に応じてディベート)を想定して
、教室内でのやり取りや教室外での日常的な質問や応答などがで
きる。

3

英語でディスカッション(必要に応じてディベート)を行うため、
学生自ら準備活動や情報収集を行い、主体的な態度で行動できる
。

3

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、教室内外
で英語で円滑なコミュニケーションをとることができる。 3

関心のあるトピックについて、200語程度の文章をパラグラフラ
イティングなど論理的文章の構成に留意して書くことができる。 3

関心のあるトピックや自分の専門分野のプレゼン等にもつながる
平易な英語での口頭発表や、内容に関する簡単な質問や応答など
のやりとりができる。

3

関心のあるトピックや自分の専門分野に関する論文やマニュアル
などの概要を把握し、必要な情報を読み取ることができる。 3

英文資料を、自分の専門分野に関する論文の英文アブストラクト
や口頭発表用の資料等の作成にもつながるよう、英文テクニカル
ライティングにおける基礎的な語彙や表現を使って書くことがで
きる。

3

実際の場面や目的に応じて、効果的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト、代用表現、聞き返しなど)を適
切に用いることができる。

3

評価割合
試験 小テスト 課題・レポート 口頭発表 成果品実技 その他 合計

総合評価割合 0 0 100 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 80 0 0 0 80
専門的能力 0 0 10 0 0 0 10
分野横断的能力 0 0 10 0 0 0 10


